


【国保】 
 

 K-7 同一側の橈骨骨折かつ尺骨骨折に対し、前腕骨の一方に K045 骨

折経皮的鋼線刺入固定術を実施し、もう一方に K046 骨折観血的

手術を実施した場合の取扱いについて 

 

《令和元年 8 月 29 日新規》  

《令和 8 年 6 月 1 日更新》  

 

○ 取扱い 

 同一側の橈骨骨折かつ尺骨骨折に対し、前腕骨の一方に K045 骨折経

皮的鋼線刺入固定術を実施し、もう一方に K046 骨折観血的手術を実施

した場合、それぞれの所定点数の算定を認める。 

 

○ 取扱いの根拠 

 令和 8 年 3 月 5日付け保医発 0305第 6号「診療報酬の算定方法の一部

改正に伴う実施上の留意事項について」別添 1 の第 2 章第 10 部手術の

K046 骨折観血的手術の留意事項通知に「前腕骨又は下腿骨骨折の手術に

際し、両骨（橈骨と尺骨又は脛骨と腓骨）を同時に行った場合であって、

皮膚切開が個別の場合には、別の手術野として骨折観血的手術の「4」又

は「5」の所定点数をそれぞれの手術野について算定する。」と記載されて

いる。 

 当該留意事項通知から両骨の橈骨と尺骨を同時に行った場合であって、

アプローチが個別に行われており、別の手術を施行した場合は、それぞれ

の所定点数を算定できると考える。 

 また、K045 骨折経皮的鋼線刺入固定術は経皮的手術であり、皮膚切開

を必要としないため、皮膚切開を必要とする K046 骨折観血的手術と同

一皮切で施行されない。 

 したがって、アプローチが個別であり、それぞれ別の手術であることか

ら、同一側の橈骨と尺骨は、それぞれの所定点数の算定が認められる。 

 


